
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 

本市の概要 
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１ 位置・面積 

本市は、長野県のほぼ中央から西部に位置（市役所：北緯 36度 14 分 17 秒、東経 137 度

58 分 19 秒）し、北は大町市、安曇野市、東筑摩郡筑北村に、東は上田市、小県郡青木村、

長和町に、南は塩尻市、岡谷市、諏訪郡下諏訪町、東筑摩郡朝日村、山形村、木曽郡木曽

町、木祖村に、西は岐阜県高山市に接しています。市役所の標高は 592.21 メートルです。 

市域は、東西 52.2 キロメートル、南北 41.3 キロメートル、面積は 978.47 平方キロメー

トルで、県内で最も広い面積を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 沿 革 

平安時代には、信濃国府が松本の地に置かれ、中世には信濃守護の館の所在地として、

また江戸時代には松本藩の城下町として栄えました。 

明治 40 年(1907 年)5 月 1 日に市制を施行し、平成 29 年(2017 年)には市制施行 110 周年

を迎えました。 

平成 17 年(2005 年)には近隣の四賀村、安曇村、奈川村、梓川村と、平成 22 年(2010 年)

には波田町と合併し、現在の市域が形成されました。 

地方分権を推進するため、平成 12 年(2000 年)には特例市の指定を受け、さらに令和 3 年

（2021 年）4 月には中核市に移行しました。引続き、松本広域圏の中心都市として、周辺

市村と連携を図りながら、持続可能なまちづくりに取り組んでいきます。 
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４ 産 業 

表 1-1 に示すとおり、就業者数は、平成 7 年(1995 年)をピークに減少しています。 

就業者数を産業部門別にみると、第一次産業 6,061 人（就業者数の 5.3 パーセント）、第

二次産業 26,923 人（同 23.3 パーセント）、第三次産業 82,328 人（同 71.4 パーセント）と

なっています。 

図 1-3 に示すとおり、就業者数の構成割合を平成 27 年(2015 年)と比べると、第一次産

業は 0.5 ポイント低下し、第二次産業は 0.9 ポイント低下、第三次産業は、1.4 ポイント

上昇しました。 

表 1-1 産業別就業者数の推移             単位：人 

  S60 年 H2 年 H7 年 H12 年 H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 

就業人口計 119,582 124,109 130,257 129,867 124,631 119,131 117,218 115,312 

（
内
訳
） 

第一次産業 13,525 11,405 10,342 8,940 9,086 7,191 6,794 6,061 

第二次産業 37,774 39,292 38,578 37,393 31,126 28,177 28,388 26,923 

第三次産業 68,283 73,412 81,337 83,534 84,419 83,763 82,036 82,328 

各年 10 月 1 日現在（合併地区を含む）                     資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 産業別就業者割合の推移 

 

⑴ 農林業 

表 1-2 に示すとおり、農業就業者は、平成 17年(2005 年)から令和 2 年(2020 年)の 15

年間で約 55 パーセント減少し、75 歳以上の割合は、3ポイント増加しています。 

また、表 1-3 に示すとおり、耕作放棄地は、平成 27 年(2015 年)には 735 ヘクタール

となっています。 

今後も高齢化の進行による農業就業者の減少が考えられます。 
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表 1-2 農業就業者人口の推移 

  H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 

 就業人口合計 (人) 9,484  7,798  6,574  4,246  

   内 75 歳以上 (人) 2,533  2,503  2,184  1,547  

         割合  (％) 26.7  32.1  33.2  36.4  

各年 2 月 1 日現在（合併地区を含む）                 資料：農林業センサス 

 

表 1-3 耕地面積の推移 

 H17 年 H22 年 H27 年 R2 年 

経営耕地面積 6,315 5,924 5,437 5,940 

耕作放棄地面積 818 790 735※1 ー※2 

計（総耕地面積） 7,133 6,714 6,172 5,940 

※1 総農家 451ha（販売農家 142ha、自給的農家 309ha）、土地持ち非農家 284ha 

※2 耕作放棄地面積は令和 2 年の調査対象外 

各年 2 月 1 日現在（合併地区を含む）                資料：農林業センサス 

 

 ⑵ 工業 

   表 1-4 に示すとおり、事業所数は減少傾向でしたが、令和 2 年から増加傾向にありま

す。従業員数は増加・減少を繰り返しています。製造品出荷額は令和 2 年に減少しまし

たが、令和 3年度は増加し、情報、食料及び電子の３分類で全体の 51.4 パーセントを占

めています（令和 3 年(2021 年)実績） 

表 1-4 工業関連実績値の推移 

  H29 年 H30 年 R1 年 R2 年 R3 年 

事業所数(箇所数)※1 310 301 298 317 414 

従業員数(人)※1 13,811 14,604 13,682 12,977 13,409 

製品出荷額(万円)※2 50,263,854 58,104,882 58,262,573 51,928,496 56,099,131 

（
内
訳
） 

情報 17,544,525 25,780,325 27,858,173 22,364,627 17,694,185 

食料 6,008,353 6,072,202 6,174,271 5,505,259 6,167,089 

電子 3,922,099 4,322,115 3,620,205 4,431,330 4,949,669 

その他 22,788,877 21,930,240 20,609,924 19,627,280 27,288,188 

※1 各翌年 6 月 1 日現在（合併地区を含む）、 ※2 各年 12 月 31 日現在（合併地区を含む） 

H28～R1 年は従業者 4 人以上の事業所、R2～R3 年は全事業所（個人経営を含まない） 

資料：工業統計調査（H29-R1）、令和 3 年経済センサス－活動調査（R2）、経済構造実態調査（R3） 

 

 ⑶ 商業 

本市は「商都松本」と呼ばれ、中信地域の基幹都市として商業が発展してきました。   

表 1-5 に示すとおり、平成 26 年（2014 年）から平成 28 年（2016 年）にかけては事業所

数、従業員数、年間商品販売額はいずれも増加しましたが、令和 3 年（2021 年）にかけ

ては、事業所数及び従業員数はほぼ横ばいで、年間商品販売額は減少しました。 
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表 1-5 商業関連実績値の推移 

  H19 年 H24 年 H26 年 H28 年 R3 年 

事業所数 (箇所数) 3,538 2,589 2,500 2,712 2,699 

(

内
訳)  

卸売業計 1,044 840 814 893 881 

小売業計 2,494 1,749 1,686 1,819 1,818 

従業員数 (人数) 26,993 19,348 19,539 22,000 22,479 

(

内
訳)  

卸売業計 10,170 7,512 6,948 8,020 8,116 

小売業計 16,823 11,836 12,591 13,980 14,363 

年間商品販売額 (円) 1,295,502 985,769 892,335 1,061,823 1,013,713 

(

内
訳)  

卸売業計 962,642 760,796 609,033 767,176 737,322 

小売業計 332,860 224,973 283,302 294,648 276,391 

各年 6 月 1 日現在（H26 年のみ 7 月 1 日現在）、合併地区を含む。 

資料：商業統計調査（H19、26）、経済センサス－活動調査（H24、28、R3） 

 

⑷ 観光 

表 1-6 に示すとおり、本市への観光利用者数は令和元年度まで減少傾向にあり、特に令

和２年度から令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、大きく落ち込みまし

た。令和４年度は令和３年度比べ全体で1.4倍の観光利用者があり、回復傾向にあります。 

本市の観光資源は、松本城や旧開智学校などの市街地から上高地や美ヶ原高原などの山

岳地域まで、幅広い範囲に点在しています。その中でも高原やスキー場、温泉などの自然

環境を利活用した観光資源が多く、本市の大きな財産です。山岳観光都市として発展して

いくためにも、自然環境に配慮した観光への取組みを旅行需要の変化に対応して進めます。 

表 1-6 観光利用者数の推移            単位：人 

  H30 年 R1 年 R2 年 R3 年 R4 年 
対前年比 

（R4/R3） 

合計観光利用者数 5,074,507  4,974,149  2,546,241  2,628,196  3,771,482  143.5% 

松本城 887,707  912,449  377,901  384,796  664,482  172.7% 

美ヶ原温泉 525,700  515,700  326,900  328,000  404,300  123.3% 

扉温泉 103,100  94,400  81,700  79,700  81,500  102.3% 

美ヶ原高原 558,600  492,100  295,300  300,600  395,700  131.6% 

浅間温泉 632,000  596,000  350,200  410,000  544,800  132.9% 

美鈴湖 73,500  61,900  46,000  26,600  52,200  196.2% 

四賀福寿草の里 49,900  47,500  13,340  15,500  17,800  114.8% 

奈川温泉 30,000  32,600  21,500  21,300  27,000  126.8% 

奈川高原 91,600  86,200  66,300  67,000  95,400  142.4% 

上高地 1,238,100  1,240,600  427,200  517,100  873,400  168.9% 

乗鞍高原 469,800  452,600  310,700  259,600  321,900  124.0% 

白骨温泉 219,500  241,300  137,300  113,400  165,700  146.1% 

梓川くだものと道祖神の里 129,700  133,500  58,900  61,000  80,000  131.1% 

竜島温泉せせらぎの湯 65,300  67,300  33,000  43,600  47,300  108.5% 

資料：松本市の統計（H30～R3）、観光プロモーション課（R4） 
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第２章 

環境の状況 
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観測所 日照時間(時間) 降水量(mm)

松　本 2,134.7 1,045.1

奈　川 1,759.5 1,946.8

長　野 1,969.9 965.1

諏　訪 2,164.8 1,301.5

飯　田 2,074.5 1,688.1

札　幌 1,718.0 1,146.1

東　京 1,926.7 1,598.2

名古屋 2,141.0 1,578.9

大　阪 2,048.6 1,338.3

福　岡 1,889.4 1,686.9

那　覇 1,727.1 2,161.0
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第３章 

施策の展開 
 

-27-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-28-



　施策の展開について

表1　進行管理状況の体系

計画の
５つの柱

基本施策 取組項目
関連する

重点施策数

その他の
関連事業数

（内、重点施策との重複数）

１-１-１　再生可能エネルギー利用の促進 9 8 (6)

１-１-２　日常的な省エネルギーへの取組み 4 9
※1

 (3)

１-２-１　公共交通機関の利用促進 1 7 (-)

１-２-２　自動車排出ガス対策の推進 1 6 (1)

１-２-３　歩行者・自転車の利用環境の整備 1 5 (1)

２-１-１　２Rの優先的な推進 10
※2 13 (4)

２-１-２　食品ロス削減の推進 5 6 (-)

２-１-３　リサイクルの徹底 3 11 (2)

２-２-１　持続性の高い農業の推進 2
※3 4 (1)

２-２-２　農林産物の地産地消の推進 1 5 (-)

２-２-３　計画的な森林整備の推進 2 4 (1)

３-１-１　公害監視・調査体制の充実 0 3 (-)

３-１-２　公害発生源対策、未然防止対策の徹底 0 4 (-)

３-１-３　調査結果の公表、苦情相談体制の充実 0 1 (-)

３-２-１　一般廃棄物の適正処理と処理施設の管理 0 10 (-)

３-２-２　産業廃棄物の適正処理と処理施設の管理 0 2 (-)

３-２-３　不法投棄対策の推進 0 4 (-)

３-３-１　適正な土地利用の推進 0 2 (-)

３-３-２　適切な上下水道の維持管理 4 12 (1)

４-１-１　野生動植物等、自然環境の把握 2 2 (-)

４-１-２　多様な自然環境の保護・保全 4 6 (-)

４-１-３　野生鳥獣や外来生物による悪影響の低減 2 4 (1)

４-２-１　市民参加の自然教育活動の実施 4 11 (2)

４-２-２　自然公園の保護と活用 4 3 (-)

５-１-１　緑地の保全と緑化の推進 1 6 (-)

５-１-２　環境美化の促進 2 10 (1)

５-１-３　花いっぱい運動の推進 1 3 (-)

５-２-１　親水性のある水辺の保全 2 3 (1)

５-２-２　湧水・井戸の保全と活用 2 6 (-)

５-３
松本らしい景観・文化の
保全と創出

５-３-１　松本の特徴ある景観の保全、創出 3 11 (-)

※1 関連事業を2事業追加　　※2 重点施策に「プラスチック削減事業」を2事業追加　　※3 重点施策「就農者育成対策事業」が「新規就農者育成対策事業」へ統合のため、1施策減

表2　その他の重点施策

その他の重点施策 重点施策数

「取組項目」全般に関連する重点施策 7

いずれの「取組項目」とも関連しない重点施策 5

第４の柱
豊かな自然を守
り、ともに暮ら
すまち
（自然環境）

４-１
生物多様性の保全

４-２
自然とのふれあいの推進

第５の柱
緑・水・文化が
生み出す五感に
心地よいまち
（快適環境）

５-１
緑化と美化の推進

５-２
親しめる水辺の創出

第２の柱
資源の循環で新
たな価値を生み
出すまち
（循環型社会）

２-１
３R徹底によるごみ減量の
推進

２-２
持続可能な農林業の推進

第３の柱
誰もが安全に安
心して暮らせる
まち
（生活環境）

３-１
公害の防止と対策

３-２
廃棄物の適正処理の推進

３-３
生活環境基盤の整備

　１　計画の５つの柱に関する「基本施策」のそれぞれの「取組項目」に対し、関連する重点施策
　　 とその他の関連事業の進行状況を把握しました。

　２　全30の「取組項目」について、重点施策及び関連事業の進行状況から、各取組項目について
 　　評価・検証及び今年度以降の取組みを整理しました。

　３　進行管理状況の体系は表1のとおりです。

　４　重点施策のうち、「取組項目」全般に関連する事業と、いずれの「取組項目」とも関連しな
　　 い事業に関しては、そのほかの重点施策として表2に整理しました。

第１の柱
ゼロカーボンに
挑むまち
（地球環境）

１-１
ゼロカーボンを目指した
まちづくりの推進

１-２
環境負荷の低減に向けた
交通体系の推進
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　指標・目標値の特記事項

　　　前回の令和４年度版の報告では、平成25年度から線形に目標値を設定して評価していましたが、今回の令
　　和５年度版の報告からは、令和４年８月策定の「まつもとゼロカーボン実現計画」に合わせて、平成29年度
　　までのCO2排出量の実績値を加味した目標値に見直して、R3年度の実績値から再評価しました。

　(1)　取組項目１－１－２　日常的な省エネルギーへの取組み　「市全域から排出される温室効果ガス排出量
　　（二酸化炭素換算）(t-CO2)」

２　事業の実態に合わせて見直しを行ったもの
　(1)　取組項目４－１－１　野生動植物等、自然環境の把握　「モニタリング調査実施箇所数（か所）」

　　　モニタリング調査は、松本市生物多様性地域戦略の中で定めたモデル地区5か所について、毎年1か所ずつ
　　調査するもの。「第４次松本市環境基本計画」では支援箇所数の合計数を目標値として設定（R元年度：4か
　　所、R7年度：5か所）していることから、前回の令和４年度版の報告では合計数で評価しました。しかし、
　　これは「毎年1か所ずつ調査する」事業の実態とは異なるため、今回の令和５年度版の報告からは各年度の
　　目標値を1か所として見直し、R3年度の実績値から再評価しました。

４　目標年度の目標値に向け、段階的に各年度の目標値を見直したもの

　(1)　取組項目１－２－１　公共交通の利用促進　「路線バス等の利用者数（千人）」

３　各年度の実態に合わせて目標値を定めるため、評価方法を見直したもの
　　　以下の取組項目の指標は、各年度の実態に合わせて目標値を設定するものですが、「第４次松本市環境基
　　本計画」策定時には、基準年度の実績値等をもとに目標年度の目標値を設定したため、各年度の目標値及び
　　実績値と、目標年度の目標値に乖離がありました。そのため、それぞれを実際の値ではなく達成率（％）と
　　して算出して記載するよう評価方法を見直し、再評価しました。

　(1)　取組項目２－２－３　計画的な森林整備の推進
　　 　【変更前】「年間間伐実施面積（ha）」→【変更後】「年間間伐実施率（％）」

　(2)　取組項目４－１－３　野生鳥獣や外来生物による悪影響の低減
　　 　【変更前】「ニホンジカの駆除頭数（頭）」→【変更後】「ニホンジカ駆除の実施率（％）」

　(2)　取組項目５－１－１　緑地の保全と緑化の推進　「中心部地域における植栽本数（本）」

　　　以下の取組項目の指標は、前回の令和４年度版の報告では目標年度の目標値に対して評価を行っていまし
　　たが、目標年度に向けて段階的に目標達成を図るものであるため、今回の令和５年度版の報告からは目標値
　　を段階的なものに見直し、R3年度の実績値から再評価しました。

　(2)　取組項目２－２－１　持続性の高い農業の推進　「環境保全型農業直接支払交付金事業」の取組面積(a)

　　　「第４次松本市環境基本計画」策定時には、過去5年間の実績から、基準年度のR元年度比1.5倍となるよ
　　うに目標値を設定しました。前回の令和４年度版の報告ではその目標値をもとに評価を行いましたが、今回
　　の令和５年度版の報告からは、令和４年３月に策定の「第４期長野県有機農業推進計画」に合わせて基準年
　　度及び目標年度等を見直します。基準年度をR3年度とし、目標年度をR9年度、目標値をR3年度比1.5倍とし
　　て評価を行います。

　各取組項目の指標等の設定について所管課へ確認し、必要なものは実態に沿ったものに見直しました。見直し
を行った指標は以下のとおりです。

１　計画の策定に合わせて見直しを行ったもの
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